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I.I.I.I.    問題と目的問題と目的問題と目的問題と目的    

中年期の発達課題であるジェネラティビティは創造、世話、世代継承から構成される（McAdams et 

al, 1992、丸島, 2005）。しかしそれを達成するための要因を調べた研究はほとんどない。中年期は心

理的危機を経験することも多い（Levinson, 1978、岡本, 1997、高井, 2000）。小塩（2002）は困難で脅

威的な状況にもかかわらず、うまく適応する過程・能力・結果のことをレジリエンスと呼び、ネガティブな

ライフイベントを経験しても、その経験を自己の成長に生かし、乗り越えていく過程を理解するために、

レジリエンスの概念が有効だと述べた。さらに吉田 (2001) は困難を乗り越える原動力として、主体性

だけではない心情や誇り、気力のようなものの存在を指摘した。高井 （1999）は、Ｆｒａｎｋｌ (1972)の実

存分析理論に基づいて、人が生きていく上で、自分の人生に自分なりの意味や目標を見出しているこ

とや、自分の存在に価値を見出すことが、人生を前向きに、積極的に生き、毎日の生活を充実して生

きることにつながると述べた。そこで中年期の発達課題であるジェネラティビティの達成に影響を及ぼ

す要因として、レジリエンスと実存的生き方に着目して調べることとする。 

II.II.II.II.    方法方法方法方法    

40 歳～75 歳までの男女で、首都圏 A 市の市民講座に参加した一般成人、首都圏の企業に勤める

研究担当者の友人とその友人、知人 168名を対象に質問紙による調査を行った。質問紙は、①フェイ

スシート、②串崎（2005）のジェネラティビティ尺度、山口（2013）の中高年者レジリエンス尺度、③高井

（1999）の改訂版実存的生き方インベントリー、④岡堂（1993）の改訂版 PIL（人生に生きる意味、目的

を見出し充実して生きている）態度スケールで構成された。 

III.III.III.III.    結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察    

ジェネラティビティ尺度と中高年者レジリエンス尺度、および実存的生き方インベントリーの各下位

尺度間の相関を調べた (Table 1)。 

Table 1 ジェネラティビティ尺度の下位尺度と他の尺度との相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果からジェネラティビティはレジリエンス、実存的生き方と関連があることが示された。また各

下位尺度の年代別の差では、脱自己本位的態度、自己成長・充実感、および気分転換力が 40 代より

60 代以上が有意に高い得点を示した。今後はジェネラティビティとレジリエンス、実存的生き方インベ

ントリーの 3 つの尺度の各下位因子間の因果関係を調べて、どの因子がジェネラティビティの本質で

ある他者の世話をする因子と関係しているのかを調べることが課題である。

ジェネラティビティ尺度の下位尺度
次世代への

責任感と関心

独創性・創造的

活動への意欲

脱自己本位的

態度

自己成長・

充実感

レジリエンス尺度 課題解決力 0.40
***

0.52
*** 0.07 0.37

***

体験共有力 0.28
*** 0.08 0.13 0.38

***

気分転換力 0.21
***

0.28
** 0.15 0.52

***

実存的生き方イン

ベントリー

個を追及する

生き方
0.30

***

0.45
*** -0.03 0.31

***

関係性重視の

生き方
0.51

***

0.40
*** 0.02 0.46

***

PIL・態度スケール 0.34
***

0.33
*** 0.04 0.58

***

** p < .01, *** p < .001
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